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この度山田勘一理事長の後任とし
て、当法人の理事長に就任しました

藤島と申します。本職への就任は、

私にとりまして誠に光栄であります

とともに、責任の大きさを痛感して

おります。

私ごとですが、平成 3 年以来 32
年にわたり保護司として更生保護の

仕事に携わってきました。自分が更

生保護という地域社会に貢献する制

度の一端を担わせていただいたこ

と、更生保護に尽力される多くの素

晴らしい人たちに出会えたこと、さ

らにそれらの人たちと活動を共にで

きたことは、私の人生の宝となって

います。これらの出会いの中でさま

ざまなことを学びましたが、その中

でも罪を犯した人の気持ちに寄り添う

ことの大切さが一番心に残っており、

私も常に念頭に置いてきました。これ

こそ罪を犯した人の再犯を防ぐために

最も大切なことと考えています。

さて、早いもので前理事長からバ
トンを受けて3か月が過ぎようとし

ています。更生保護施設の運営はこ

れまでの保護司活動に加え、施設の

経営や施設内固有の処遇などさまざ

まな要素があり、実際に携わってみ

て改めてその難しさを感じています。

山田前理事長のご功績は枚挙にいと

まがありませんが、中でも平成16年

4月の施設の全面改築、令和2年4月

の別館女性居室棟の増築がまず挙げ

られます。次いで忘れてはならない

のが薬物依存回復処遇プログラムや

SST、コラージュなど心理療法等の

実施、退所後の交流の機会を確保す

るための3種類のカフェの開始など

利用者の処遇、退所者フォローアッ

プの充実に努められたことは特筆に

値します。これら前理事長が築いて

こられたものをしっかりと引き継ぎ

改善しながら、また私自身も一層学

び、経験しながら、役職員とのコミュ

ニケーションを図り、その職責を果

たしてまいりたいと思っています。

現在のウィズ広島の喫緊の課題と
しては、近年受刑者の減少する中、

利用者の減少により施設運営が厳し

いこと、国が推進する「更生保護地

域連携拠点事業」の展開が挙げられ

ます。施設運営の安定については、

引き続き積極的な受け入れを行い、

施設利用者の拡大を図ることとして

います。また、「更生保護地域連携拠

点事業」の展開に向けては、必要な

ネットワークづくりについて保護観

察所のご指導、ご助言を得ながら、

医療、福祉、労働、住居などに関係

する機関・団体のご理解、ご協力を

得て取り組んでまいりたいと考えて

います。さらに、高齢者、障害があ

る利用者の増加が予想される中で、

利用者の自立更生のためには同様に

地域の医療、福祉、労働等の関係機

関・団体との連携が不可欠であり、

一層の連携の強化に取り組んでまい

りたいと思います。

微力ではありますが、全力を尽く
してまいる所存です。どうぞご指

導、ご支援のほど、よろしくお願い

します。

就任のご挨拶
藤　島　秀　孝

更生保護法人ウィズ広島 理事長
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地域の安心、安全は地域の人の理解から
更生保護法人ウィズ広島常務理事　伊　達　泰　裕

今般、ご縁をいただき当法人役職員の一員に加えていただきました。約40年保護観察所

等の職員として勤務してきましたが、更生保護施設現場に対する知識や経験は乏しく不安

も大きいですが、関係者の皆さまのご指導を賜りながら、自分にできることをしてまいりた

いと思います。

さて、地域の安心、安全はそこに住む人たちの生活の基本です。犯罪件数自体は減少傾

向にありながら、事件数のうち再犯の割合が大きいとされる昨今、罪を犯した人の再犯防

止は最も重要な課題の一つです。ウィズ広島のような更生保護施設は罪を犯した人たちに

生活場所や食事を提供するとともに社会生活を送るうえでのさまざまな指導、支援を行い、自立に導くことで再犯

防止に寄与してきました。いうまでもなく、善意の民間有志の人たちによって立ち上げられ、運営されている施設であ

り、その存在は更生保護制度施行以前にさかのぼり、更生保護の源流ともいえます。罪を犯すことは許されることで

はありませんが、様々な事情や背景があることも事実であり、社会生活の中で孤立してしまうことが多く、それが再

犯につながることもあります。社会で孤立させないためには、周囲の人たちの理解と支援が何より大切です。こうし

た支援を実践している人たちの活動は一般的には尊い活動として理解されても、実際の活動は他人事として見過ご

されがちです。更生保護の仕組みに限らず、医療、福祉など社会、経済活動の土台を支える活動も同様です。地震な

どの自然災害の発生、新たな感染症のまん延といった予期せぬ出来事が起こったときなどに、それぞれの現場で社会

を支えている人たちの日々の努力に目が向けられ、その大変さに驚き、感謝しますが、平素はなかなかそれらに目が

向くことはありません。罪を犯した人に対する支援も、かつて「水と安全はタダ」と考えられていた頃ほどではないに

しろ、社会生活の現場で理解を得ることは容易ではありません。更生保護施設は地域の人たちに施設の役割やさま

ざまな人が地域で共生していくことの大切さについて理解を得るよう、日々の努力を重ねていく必要があります。

ウィズ広島はこれまで、全国に先駆けた取り組みを実践し、多くの人たちの自立更生に寄与してきました。もとよ

り、私個人は浅学菲才でありますが、ウィズ広島が更生保護施設として、更生保護の地域拠点としてその役割を十

全に果たすよう微力を尽くしたいと考えています。

役職員の異動（敬称略）

■顧問　ご逝去（令和6年4月12日）
　　　　　浅尾　宰正
■顧問　就任（令和6年6月1日付）
　　　　　山田　勘一

■理事　辞任（令和6年3月31日付）
　　　　　理事長　　山田　勘一
　　　　　副理事長　山田　一夫
■理事　就任
　　　　　理事長　藤島　秀孝

　　　　　（令和6年4月1日付）
　　　　　副理事長　嘉屋　進

　　　　　（令和6年4月1日付）
　　　　　常務理事　伊達　泰裕

　　　　　（令和6年5月28日）

■評議員　退任（令和6年6月11日付）
　　　　　木本　正志／繁政　秀子
　　　　　楠本　次子／内海　幸一
　　　　　加用　雅愛／金剛丸雅子

■評議員　就任（令和6年6月12日付）
　　　　　安達千代美／岩﨑　惠子
　　　　　中元　良子／成瀬　朝子
　　　　　西田　英治／西村なほみ
　　　　　藤原　吉元／森脇　英治

■職員　退職
　　　　福祉専門職員　浅枝　恵
　　　　　　（令和6年3月31日付）
　　　　補導員　　　　神田　修悦
　　　　　　（令和6年4月30日付）
■職員　採用・昇格等
　　　　　調理主任　　　吉和真奈美

　　　　（令和6年4月1日付）
　　　　　調理員　　　　田中　惣子

（令和6年4月1日付）
　　　　　非常勤調理員　吉和　栄枝

（令和6年4月1日付）
　　　　　補導員　　　　小只　伸治

（令和6年6月1日付）

◦新しい仲間◦ 補導員  小只　伸治

令和6年6月1日付けで採用になりました小只伸治です。初めての更生保護施設勤務で
とまどいと緊張の連続ですが、コミュニケーションを大切にして物事に取り組んで行き
ます。趣味は、スポーツ観戦とドライブです。
よろしくお願いいたします。
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顧　問　浅尾宰正殿のご逝去について
去る令和6年4月12日、当法人顧問の浅尾宰正殿がご逝去されました。ご冥福をお祈りするとともに謹んでお知らせ
申し上げます
浅尾顧問におかれては、広島市議会議員としてご活躍される傍ら、平成5年（1993年）6月から平成22年（2010年）ま
での17年間、当法人の理事長を務められ、理事長退任後も、顧問として当法人にご指導ご支援をいただき、施設建て
替えなど現在のウィズ広島の基礎となるべきものに注力していただきました。顧問が残されたものを守り、役職員が一丸
となって当法人の発展に努めてまいります。

Q　ウィズ広島をどのようにして知られましたか。
A　今回、保護司をお引き受けしたことを社員に話したところ、社員からウィズ広島のこ

とを聞き、その存在を知りました。保護司を引き受け、私が罪を犯した人とかかわること
に社員や家族が不安を覚えるのではないかと心配しましたが、逆に社員や家族から励まさ
れました。
Q　保護司を引き受けたきっかけは何ですか。

A　平素から地域の皆さんにお世話になっていることから、何かお返しができることは
ないかと思っていたところ、保護司のお話をいただき、地域のためになることならと思い

お引き受けしました。かねてから、罪を犯した人も罪を償った後は同じ社会の一員であり、分け隔てなく関わり、支
援してゆくことが大切だと感じていました。
Q　ウィズ広島へのご寄付はどのような思いからですか。

A　社員からウィズ広島のことを聞き、その活動の大切さを知ったからです。わが社は長くこの地で事業をさせ
ていただいていますが、お世話になっている地域のために何かできないかと考えていました。保護司になったこと
をきっかけに更生保護のことを知り、その活動が地域の安心、安全につながることがわかり、それを日々実践して
おられるウィズ広島に少しでも支援できないかと考え、今、自分にできることとして寄付を思いつきました。
Q　ご自身のことを教えていただけますか。

A　広島生まれの広島育ちです。高校まで広島におり、高校では水球に熱中していました。泳ぐことが好きで、宮島で
行われるトライアスロンにも参加しています。幼い頃から人と関わることが好きで、多くの人と出会いを重ねてきました。
こうしてできた仲間は自分の宝物になっています。誰とでも仲良くなれることが特技といってもいいと思います。
Q　座右の銘などありますか。

A　座右の銘というものはありませんが、いつも謙虚でありたいと思っています。謙虚な人の周りには自然と人
が集まってきます。言い古された言葉ですが、人は皆一人では生きていけません。多くの人と知り合い、支えあって
いくことが大切だと考えています。
Q　これからの夢や目標をお聞かせください。

A　自分も若い頃やんちゃな時期がありました。しかし、多くの人に教えられ、支えられ、何とかここまで来まし
た。これからも多くの人に教えていただきながら、研鑽を重ねていきたいと思っています。そして、これからは少し
でも人の役に立つことができればと考えています。おかげさまでわが社は地域の足として親しまれ、多くの方にご
愛顧いただいています。これからも地域の皆さんに愛される会社であるよう、一層のサービス向上に努めるととも
に、地域の活性化のために、少しでも地域に貢献していきたいと思います。

更生保護施設の大切さを知って
福助タクシー株式会社　代表取締役社長　林　　　太　郎 様

今般（令和 6 年 6 月）、福助タクシー　林  太郎社長から、ウィズ広島に多額のご寄付をいただき、

誠にありがとうございました。
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財 政の立て 直し急 務

2023（令和 5）年度（2023.4 〜 2024.3）事業成績報告

宿泊型保護事業の実人員
令和 5 年度利用実人員は、前年度 168 人から 10 人減の 158 人（うち女性 41 人）、利用率
は 64.5％でした。過去 4 年間の低調な利用率に鑑み、令和 5 年 9 月から、これまでの受け
入れ可否の方法を改め、新規に受理した生活環境調整記録を施設長が精査し、受入可否を検
討し（〇△×を付し）補導員に記録を配付することにしました。これにより今後の積極的な
受け入れが期待できます。

単位：人

区分 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

実人員 １９３ １６２ １４４ １６８ １５８

うち女性 ５１ ４２ ２９ ４１ ４１

利用期間
「利用期間」では、1 月未満に退所した人が 35 人（前年度 35 人）、27.3％、1 か月以上 2
月未満が 16 人、12.5％（前年度 27 人）と 2 月未満の人が約 40％を占め、前年同様、短期
間での退所が目立ちます。

単位：人

区分 5日未満 10日未満 20日 1月 2月 ３月 ６月 １年 ２年 ３年 ３年以上 合計

実人員 １４ ２ ５ １４ １６ ２４ ３５ １８ ０ ０ ０ １２８

うち女性 ２ ０ １ ４ ６ ４ ７ ８ ０ ０ ０ ３２

退所理由
「退所理由」では、円満退所者が 117 人（うち女性 28 人）、91.4％を占め、前年同期（111
人、81.6％）より改善されたこと、事故退所者が 8 人、6.3％と前年同期 13 人（9.6％）か
ら減少したことは評価できます。

単位：人

区分 円満 勧告 無断 事故 その他 合計

実人員 １１７ ０ １ ８ ２ １２８

うち女性 ２８ ０ ０ ３ １ ３２

退所先（人）
「退所先」では退所後、社会福祉施設（生活保護を含む）へ行く者が 38 人（うち女性 8 人）、
29.7％であり、前年度同様高い比率です。この要因としては、高齢者、心身に障害のある人
を多く受け入れているためともいえます。

単位：人

区分 親族 知人・友人 下宿・借家等 就業先 社会福祉施設 その他 不詳 合計

実人員 ２０ ２４ ２３ １３ ３８ １０ ０ １２８

うち女性 １１ ７ ２ １ ８ ３ ０ ３２

退所時の職業
「退所時の職業」では、無職者が 115 人（うち女性 29 人）、89.8％と多いのは、施設退所前
に退所に備え離職しているためです。入所中の就業率は、平均 40％前後あります。

単位：人

区分 専門的・技術的職業 管理的職業 事務 販売 サービス職業 保安職業

実人員 ０ ０ ０ ０ ３ ０

うち女性 ０ ０ ０ ０ ２ ０

区分 農林・漁業 運輸・通信
技能工・採掘・製造・ 

建設作業及び労務作業
無職 不詳 合計

実人員 ０ ０ １０ １１５ ０ １２８

うち女性 ０ ０ 1 ２９ ０ ３２

利用期間

10日未満2人（1.6％）
5日未満14人（10.9％）

3月
24人（18.8％）

2月
16人（12.5％）

6月
35人（27.3％）

1年
18人（14.1％）

20日
5人（3.9％）

1月
14人（10.9％）

168 158162 144193

過去5年間の実人員の推移

300
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150
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

（単位：人） 実人員 うち女性

退所時の職業
技能工・採掘・製造・
建設作業及び労務作業
10人（7.8％）

無職者
115人（89.8％）

サービス職業3人（2.4％）

退所理由

円満
117人（91.4％）

その他
2人（1.6％）

事故
8人（6.3％）
無断

1人（0.7％）

退所先

親族
20人（15.6％）

知人・友人
24人（18.8％）

下宿・借家等
23人（18.0％）就業先

13人（10.2％）

社会福祉施設
38人（29.7％）

その他
10人（7.7％）
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早 期の立て 直しをめざす。
2023（令和 5）年度　連結収支決算報告

収入 1億3,517万円　  支出 1億4,469万円　  繰越金 △952万円

通所・訪問型保護事業
・退所者フォローアップ支援

ウィズ広島を退所し、退所者フォローアップ支援を受けた延人員は 2,449 人でした。その内訳は、通所 943 人、カウンセ
リング 113 人、電話相談 797 人、手紙 173 人、カフェ 423 人でした。
退所者フォローアップ支援は、前記メニュー等で行っているが、支援を受けている人のほとんどは、再犯することなく自立
した生活を送っています。

・訪問支援
訪問支援員 2 名が、当施設退所者のもとを、時にロスフードを携えて訪問しています。令和 5 年度に訪問した実人員は 66 名、
延人員は 642 名でした。退所者の多くは、ウィズ広島近辺に居住し、大半が生活保護を受けて一人暮らしをしています。訪
問支援員は、彼らの生活相談に応じるほか関係機関等への同行支援もおこなっています。

収益事業
・	 令和 5 年度の賃貸駐車場収入は 202 万円余でした。現在、1 台分（駐車料金・月 13,000 円）空きがあり 12 台の契約となっ

ています。早期に満車となるよう努めております。
・	 太陽光発電電力供給
　太陽光発電電力供給事業は、売電価格が下がるなどのため収入が漸減しています。月平均約 3 万 5,000 円、年間約 43 万

円の収入でした。

■収　入
令和 5 年度の収入総額は、前年に比べ 6.5％、828 万円増の 1 億 3,517
万円でした。事業収入である更生保護委託費収入は、前年に比べ 5.4％、
552 万円増の 1 億 810 万円でした。利用者の受け入れを増やし、収入
増を図るため、令和 5 年 9 月から新規に受理した生活環境調整記録を、
施設長が精査し、受入可否を検討し補導員に配付しています。

単位：万円

科目 更生保護委託費 補助金等 寄付金 収益事業 財産収入 その他 合計
金額 10,810 412 629 245 35 1,386 13,517

その他：一般・特別会計繰入金等

■支　出
令和 5 年度の支出総額は、前年に比べ 1.8％、258 万円増の 1 億 4,469
万円でした。増加の主な要因は、経年劣化による施設修繕費や備品修
繕費などによるものです。
収支状況を見ると、ここ数年収入は増加しているものの、支出が収入
を上回っていることから、一層の収入の増加、経費の削減に努め、財
政の立て直しを図る必要があります。

単位：万円

科目 事務費 補導費 宿泊保護費 管理費 施設整備積立金 その他 合計
金額 9,176 110 3,048 1,210 0 925 14,469

その他：一般・特別会計繰入金支出等

収　入

更生保護委託費
10,810万円（80.0％）

その他 1.386万円（10.3％）

収益事業 245万円（1.7％）
寄付金 629万円（4.7％）

財産収入 35万円（0.2％）

補助金等 412万円（3.1％）

支　出

事務費
9,176万円
（63.4％）

その他925万円（6.3％）

管理費
1,210万円（8.4％）

宿泊保護費
3,048万円（21.1％）

補導費
110万円（0.8％）
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1月
更生保護施設等支援協議会　藤本晴男：
はもちくわ20本入り×2、黄金はも×6、
はも皮蒲鉾130g×8、特選焼蒲鉾230g
×10、他2点、畠山昭雄、：10，000円、
西億都：3，000円、平口さとみ：丹波黒
　黒豆800g×1、新酒粕×1㎏×1（写
真①）、宮地貢：みかん×1箱、レモン×
15、中地区更生保護女性会　田中八重
子：マイルドブレンドコーヒー×3、ゴー
ルデンモカブレンド×3、梅ふりかけ80g
×2、鰹ふりかけ80g×2、他1点、㈱ハ
ローズ海田市駅前店：春の七草セット×
7、ヤクルトカロリーハーフ5本入×5、
トマト缶ジュース×7、ブレンディスティッ
ク27本入×2、他20点、匿名：自転車
×1、谷貴美子：5段プラ棚×1、お風呂
マット×1、籠×1、トレー×4、他20点、
富樫浩美：シトラスフォームクリーナー×
1、ステングロス×1、社会福祉法人正仁
会あいあいねっと：米5㎏×2、バナナ×
29、牡蠣醤油海苔10枚入×7、クロワッ

サン×20、他32点、更生保護施設等支
援協議会　青山範子：とろろそば720g
×2、COOPだしの 素 128g×6、ごっ
つ盛りソース焼きそば171g×3、カゴメ
熊本デコポン195ml×4、他 79 点、匿
名：そのまま食べれる保存食セット3日
分×36、㈱フレスタ舟入店：贅沢チー
ズ55g×2、北海するめ 2 枚×1、十六
穀プリッツ60g×2、お供え砂糖3個入
×7、他6点、㈱フレスタ吉島店：白米こ
しひかり10㎏×1、小皿×11、尾道ラー
メン115g×4、ちょきなこはっちー 35g
×12、他11点、佐藤丈倫：干支煎餅24
個入×3（写真②）、土井壽美子：大名
きんつば×10、栗きんつば×5、ベビー
母恵夢あまおう苺×12、博多鶴乃子あ
まおう苺×12（写真③）、広島安芸地区
更生保護女性会：10，671 円更女給食
材料（写真④）、社会福祉法人正仁会あ
いあいねっと：メロンソーダバー 6本入
×2、焼鳥レバー串135g×7、牡蠣醤油
海苔48枚入×4、かっぱえびせん12g×

115、他 15 点、匿名：タオル×22、作
業服上衣×8、作業服ズボン×8、パジャ
マ×2、他7点、㈱ハローズ海田市駅前
店：アロマ香るコーヒー 1ℓ×2、おいし
い牛乳125ml×3、刻み白菜漬け180g
×6、バナナ×9、他17点、南地区保護
司会：10，000円、広島県保護司会連合
会：10，000円、広島県就労支援事業者
機構：10，000円、大上博：500，000円、
匿名：マフラー×12、HEARTチョコ14
枚入り×5、節分用大豆45g×5

2月
更生保護施設等支援協議会　青山範子：
ポケットティッシュ×2000、堅あげポテ
ト15g×4、鬼からし40g×10、広東風
しょうゆラーメン104g×4、他 93 点、
畠山昭雄：10，000円、社会福祉法人正
仁会あいあいねっと：乾パン5枚入り×
83、まぐろのたたき身丼 3 個入り×5、
こしひかり10㎏×1、いかの姿フライチ
リ味×6、他34点（写真⑤）、守田園美：

寄付で支えられるウィズ広島

平口さとみ様からの食品

土井壽美子様からの和菓子

佐藤丈倫様からの和菓子

広島安芸地区更生保護女性会の皆さんによる給食サービス

❶

❸

❷

❹

2024年（令和6年）1月1日から2024年（令和6年）5月31日までに、皆様からお預かりしたご寄付は次のとおりです(敬称略)
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恵方巻ハーフ×70（写真⑥）、西億都：3，
000円、横山和洋：ジャンパー×1、長
袖シャツ×4、靴下×3、㈱ハローズ海田
市駅前店：麻婆茄子×8、一日分の飲む
ヨーグルト190g×4、幼児牛乳100ml×
4、おいしい雪印メグミルク1ℓ×1、他2
点（写真⑦）、広島佐伯地区更生保護女
性会：8，063円更女給食材料（写真⑧）、
社会福祉法人正仁会あいあいねっと：福
豆50g×8、かっぱえびせん×116、清涼
飲料水20㎖×320、バナナ×18、他29
点、㈱フレスタ舟入店：スパークリング水
×23、乳酸菌Plus42g×8、記憶力飲料
200㎖×4、炙りあんこう21g×3、他5
点、㈱フレスタ吉島店：記憶力飲料100
㎖×28、さとうごはん200g×3、美稲
の里200g×2、米粉のクッキーミックス
200g×2、他21点、広島保護観察所：ス
ラックス×80、土井壽美子：黒糖饅頭×6、
大名きんつば×9、桜餅×20、シルベー
ヌ×56、平口さとみ：浅野四十二万石×
15、大野宣江：玄米15㎏、谷貴美子：4
段ボックス×1、衣装ケース×1、キャップ
×10、敷毛布×3、他27点、㈱ハローズ
海田市駅前店：ジャンボ肉まん5個入×4、
キウイ×10、さつまいも×6、のやきち
くわ3本入り×2、他8点

3月
社会福祉法人正仁会あいあいねっと：焼
きカレー 2個入り×7、まんまるねぎと
ろ4個入り×7、プリッとしたブラックタ
イガー 130g×5、まぐろたたき丼の具
40g×7、他 32 点、広島県更生保護女
性連盟：ひな祭り更女給食（写真⑨）、
西億都：3，000円、畠山昭雄：10，000
円、谷貴美子：婦人シャツ×86、スカー
ト×6、婦人ズボン×15、婦人靴×9、他
8点、更生保護施設等支援協議会　藤本
晴男：芋けんぴ×7、カップヌードル×8、
入浴剤×48、スライスニンニク25g×
36、他34点（写真⑩）、㈱ハローズ海
田市駅前店：バナナ×15、スイートコー
ン340g×7、キウイ×5、ピザの生地×
5、他16点、中地区更生保護女性会：更
女給食材料（写真⑪）、谷貴美子：婦人
セーター×7、婦人コート×4、婦人シャ
ツ×13、毛布×4、他9点（写真⑫）、木
村美子：五月人形（兜、刀、弓、ぼんぼり）

（写真⑬）、社会福祉法人正仁会あいあ
いねっと：甘栗×7、ビーフテリーヌ73g
×8、グレープフルーツジュース200㎖×
48、バナナ×23、他15点、㈱フレスタ
舟入店：キリマンジャロ265㎖×3、らっ
きょ酢700㎖×4、ポカリスウェット180g

×5、もろこし太郎 17g×5、他 12 点、
㈱フレスタ吉島店：うずら水煮×1、カ
ルピスウォーター 500㎖×1、スティック
ミルクココア10本入り×1、ゆかり×1、
他4点、広島県社会福祉士会：ジャージ
上下SET×17、米4．5㎏×1、タオル×
10、マスク×25、他15点、土井壽美子：
西谷堂ぐーどすえ栗×5、桜餅×7、カス
タードケーキ　いのち　さくら×12、カ
スタードケーキ　いのち　りんご×10、
匿名：スラックス×11、作業ズボン×6、
セーター×5、靴下×5、他8点、匿名：
作業服上下×2、シャツ×6、セーター×
2、革靴×2、スニーカー×2、他 8 点、
匿名：サンヨー牛めし185g×137、㈱
ハローズ海田市駅前店：バナナ×18、ト
マト×1、じゃがいも×9、玉ねぎ×1、他
2点

4月
西億都：3，000 円、社会福祉法人正仁
会あいあいねっと：立山天然水2ℓ×12、
バナナ×54、イングリッシュマフィン×
24、ディナーロール×36、他41点、匿
名：ジャケット×1、ワンピース×3、㈱
ハローズ海田市駅前店：ピルクル400×
10、玉ねぎ天×2、キウイ×6、バナナ

社会福祉法人正仁会あいあいねっと様からの食品

㈱ハローズ海田市駅前店様からの食品

守田園美様からの恵方巻

広島佐伯地区更生護女性会の皆さんによる給食サービス

❺

❼

❻

❽
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×10、他 10 点、匿名：1，000 円、畠山
昭雄：10，000 円、平口さとみ：カップ
麺×10、飲み物×4、天野稔也：マスク
×8、ガーゼマスク×4、スカート×2、ズ
ボン×8、㈱フレスタ舟入店：ジャスミン
ティー 400㎖×30、刻みミョウガ38g×
18、ドリップコーヒー 6g×15、ブルボン
プチ×4、他22点、㈱フレスタ吉島店：
カゴメ野菜生活720㎖×1、卵スープ5
食入り×1、コンソメ159g×1、しらす
ふりかけ29g×1、他4点、東区役所地
域おこし推進課：婦人ポロシャツ×23、
婦人ジャージ上×10、婦人ジャージ下×
12（写真⑭）、谷貴美子：下着×30、シャ
ツ×15、セーター×13、ストッキング×
20、他27点、佐藤丈倫：鶴の里8袋×8、
豆菓子ピーナッツ×50、土井壽美子：高
野りんごと大根の淡雪サンド×10、松の
雪（大国堂）×10、栗どら×10、あんず
の舞×5、東地区更生保護女性会：15，
288円更女給食材料（写真⑮）、更生保
護施設等支援協議会　藤本晴男：白が
ゆ 41g×100、カルシウムプラス200
㎖×48、ジャワカレー 185g×10、ホイ
コーローの素2人用×5、他71点、社会
福祉法人正仁会あいあいねっと：生すわ
いがに棒ポーション400g×4、ボイルズ

ワイ爪300g×2、まぐろたたき丼4個入
り×2、まぐろたたき丼3個入り×5、他
6点、更生保護法人ウィズ広島賛助会：
300，000円、石川成美：かりがね郡竹　
くき茶200g×1、㈱ハローズ海田市駅前
店：金のつぶたまごしょうゆたれ40g×
12、アスパラガス×5、アボカド×7、バ
ナナ×20、他19点、匿名：コップ×14、
皿×15、掛け布団×5、テレビ×1、他23
点、谷貴美子：タッパー×43、靴下×25、
箸×23、スプーン×37、他53点

5月
広島県更生保護女性連盟：端午の節句
更女給食（写真⑯）、中地区更生保護女
性会　田中八重子：ぞうきん×10、ハン
ドタオル×8、西億都：3，000 円、社会
福祉法人正仁会あいあいねっと：キシリ
トールガム×16、ママレード15g×16、
ブルーベリー×11、苺×17、他54点、
更生保護施設等支援協議会　藤本晴男：
はもてん×24、はもちく×21、黄金はも
ちくわ×3、浦の穂ちくわ×2、他1点、
㈱ハローズ海田市駅前店：冷凍うどん×
5、ベビーチーズ×4、しいたけ×6、キ
ウイ×4、他19点、南地区更生保護女性
会：7，105円更女給食材料（写真⑰）、

更生保護施設等支援協議会　藤本晴男：
白がゆ41g×150、マスク×72、カルシ
ウムプラス243g×6、クッキーセット×
12、他41点、前京子：半袖シャツ×25、
長袖シャツ×10、セーター×3、コート×
7、他3点、社会福祉法人正仁会あいあ
いねっと：まぐろたたき丼の具×10、ク
ロワッサン×40、パンケーキ×12、バナ
ナ×19、他10点、更生保護女性会愛媛
県西条地区：20，000円、㈱フレスタ舟
入店：やみつきオイル×3、XO醤×5、
ミョウガチューブ×2、PEZラムネ×3、
他 9 点（写真⑱）、㈱フレスタ吉島店：
冷却シート×16、わかめ味噌汁12食入
×6、ミックスフルーツ缶252g×2、最
中海藻スープ×2、他16点（写真⑲）、
土井壽美子：一六本舗坊ちゃん団子×
10、卵カステラ×10、カスタードケーキ
　いのち　白桃×8、つむぎ詩ピスタチ
オ×5、他1点、㈱ハローズ海田市駅前
店：里芋×7、バナナ×12、人参×4、キ
ウイ×7、他3点、更生保護施設等支援
協議会　藤本晴男：綾鷹440㎖×9、タ
リーズ抹茶ラテ260㎖×10、ジョージア
260㎖×10、キッチンタオル×8、他15
点、谷貴美子、：鞄×21、タオル×10、
ハンカチ×37、紳士上×21、他19点

広島県更生保護女性連盟の皆さんによるひな祭り

中地区更生保護女性会の皆さんによる給食サービス

更生保護施設等支援協議会専務理事  藤本晴男様からの食品

谷貴美子様からの衣類

❾

�

�

�
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南地区更生保護女性会の皆さんによる給食サービス

木村美子様からの五月人形

㈱フレスタ吉島店様からの食品類

東地区更生保護女性会の皆さんによる給食サービス

㈱フレスタ舟入店様からの食品類

東区役所地域おこし推進課様からの衣類

広島県更生保護女性連盟の皆さんのお料理（端午の節句）

�

�

�

�

�

�

�
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ウィズ広島賛助会news

ウィズ広島賛助会会長　迫谷  浩司

2024 年 3月31日現在の会員は148 会員、うち個人会員は74会員、企業・法人会員28 会員、保護司会・更生保護女性会

46 会員です。8月1日から12月31日までに会費をお預かりした方々は、下記のとおりです。

■ウィズ広島役員等
【理事】藤島秀孝（理事長）、嘉屋　進
（副理事長）、畠山昭雄（常務理事）、
伊達泰裕（常務理事）、幟建末子、
中島和雄、和泉　眞、林　千秋、
髙木一之、粟屋充博、平口さとみ

【監事】山本隆照、曽川惠二
【評議員】井町重遠、大野宣江、
西田志都枝、石森雄一郎、岸本三悦子、
宇恵一枝、加川順一、反田哲顯

安達千代美、岩㟢惠子、中元良子、
成瀬朝子、西田英治、西村なほみ、
藤原吉元、森脇英治

【顧問】山田勘一
【参与】永田雅紀

■ウィズ広島職員
【施設長】稲垣　宏
【次長（補導主任併任）】中元孝彦
【補導員】沖村和夫、三笘公明、小只伸治

【福祉専門員】岡本進佑、川岡 心
【薬物専門員】高杉敬一、田坂典子
【訪問支援員】脇本正晃、古川真里奈
【事務長】竹岡靖宏
【事務員】梅本和恵、豊島幸子
【非常勤フォローアップ支援員】白倉弘子
【調理主任】吉和真奈美
【同調理員】田中惣子
【非常勤調理】吉和栄枝、江藤民子

■ウィズ広島賛助会役員
【会長】迫谷浩司　【理事】林　千秋、先小山英夫、深堀　勝、宇恵一枝、曽川惠二
【監事】堀江洋治、山本隆照� 以　上

みなさまの会費は、ウィズ広島の援助活動を支えます

2023（令和 5）年度登録会員	 148会員

会費収入            1,704,000円

ウィズ広島への寄付	 220万円 2024（令和 6）年 3月31日現在（前年度寄付金を含む）

日々が孤独であっても、空想する自由があります。時折、

H先生にTELしたり、又、ウィズに行って心から満足した時

間を過ごして笑ったり、会話したりできる。これは私にとって

宝物です。� （退所者からの手紙）

賛助会費 （令和 6 年1月1日〜令和 6 年 6月17日現在）
〔個人会員〕 浅尾典子、石森雄一郎、和泉　眞、井町重遠、宇恵一枝、大上ヨシ江、大田美穂子、大庭操子、岡田　忍、加藤順子、鎌田節子、
鴨下康子、嘉屋　進、川后昭子、木原正壽、木村美代子、木元千鶴、木本正志、楠本次子、佐伯　穣、先小山英夫、迫谷浩司、繁政秀子、
菅　和美、曽川惠二、髙木一之、田中武子、田中裕紀子、谷本知子、田部恭子、反田哲顕、坪井　忠、寺田　博、土井壽美子、中川武子、
西　民恵、西川照顕、西田志都枝、西田文子、能美直哉、幟建末子、野村コズエ、畠山昭雄、林　千秋、平岡果代子、平口さとみ、藤島秀孝、
古屋由利子、堀江洋治、前　京子、間所　了、本西　隆、森平悦子、森実博美、山下　隆、山田勘一、山本隆照、吉田　廣、中元良子、
山野千佳子、角田洋子、仁井恭子、山田陽子、安達千代美、藤田美子、小川九人雄、加藤規江、金剛丸雅子、加川順一、中本忠子、佐川友佳子、
倉本和宜、新畑宗子、濱松和也、天畠洋明

〔企業会員〕 ㈱広島ゴルフショップ、㈲田中剛産業、水主町食糧企業組合、㈱チューゲイ、錦建設㈱、㈲果青園サワダ、㈲共伸家具製作所、
アイテレコムサービス㈱、㈲総博技研、㈱大田鋳造所、㈱Fukahori、㈱さこたに、三菱電機ビルソリューションズ㈱、㈱本多、山陽空調工業㈱、
㈱島田鉄工所、㈱福正建設、境谷工業㈱、㈱ MTGマネジメント、㈱綜企画設計、広島駅弁当㈱、㈲さこたに、アンザイ㈱、㈱セイケン工業、
㈲アート・テクニカル、㈱ハラダテクノ、㈱ちゅうせき空調部、志和貨物自動車㈱

〔保護司会〕 中地区保護司会、東地区保護司会、南地区保護司会、西地区保護司会、安佐南地区保護司会、安佐北区保護司会、広島安芸地区
保護司会、広島佐伯地区保護司会、廿日市地区保護司会、安芸地区保護司会、山県地区保護司会、東広島地区保護司会、大竹地区保護司会、
呉地区保護司会、竹原・大崎地区保護司会、尾道地区保護司会、三原地区保護司会、三次地区保護司会、安芸高田地区保護司会、庄原地区
保護司会、福山地区更生保護協会、福山地区保護司会

〔更生保護女性会〕 中地区更生保護女性会、東地区更生保護女性会、南地区更生保護女性会、西地区更生保護女性会、安佐南地区更生保護
女性会、安佐北区更生保護女性会、広島安芸地区更生保護女性会、広島佐伯地区更生保護女性会、廿日市地区更生保護女性会、安芸地区更
生保護女性会、山県地区更生保護女性会、東広島地区更生保護女性会、大竹地区更生保護女性会、呉地区更生保護女性会、竹原・大崎地区
更生保護女性会、尾道地区更生保護女性会、三原地区更生保護女性会、三次地区更生保護女性会、安芸高田地区更生保護女性会、庄原地
区更生保護女性会、福山地区更生保護女性会、府中地区更生保護女性会、広島県更生保護女性連盟
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